
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

後援会からのお知らせ 

■これまでの行事・活動＆これからの行事・活動 

■アイメイト募金芳名録 

■役員会議事抄録 

■平成最後の/令和最初の 卒業式 

■会員のページ 

◆１０月２７日（日）「アイメイト・デー」のお知らせ 

◆新入会員の方々 

■アイメイトサポートグッズ 

 

 

 

 

＜特集＞ 

２０１９年度 アイメイト後援会総会（開催報告） 
＜後援会員なら知っておきたい＞ 

調査リポート２０１９ 

依然として５割以上の使用者が入店拒否被害に 

協会だより 

◆アイメイト卒業生人数 

◆塩屋和子逝去のお知らせ 

◆夏休みも見学日を開催 

◆練馬区役所と西武鉄道での実践的な訓練開始から２周年 

後援会活動の報告 

■練馬区役所 

 「盲導犬（アイメイト）って知ってる」（５/１６～１８） 

■学習院大学キャンパス「オール学習院の集い」（４/１４） 
 

もっと知りたい！ 視覚障害者スポーツ 

■陸上競技 

連載記事 

■風を切って歩く幸せ  （曽根三好さん） 

（田中正子さん） 

■後援会メンバー紹介 （石川仁子さん） 

（金澤信子さん） 

入店拒否なんて、悲しいね。 

「アイメイト」は、 

 私の愛する目の仲間という 

意味なんだよ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【年次総会】 

司会による開会宣言に続き、鈴木薫会長の挨拶、そ

して、アイメイト協会 塩屋隆男代表理事からご挨拶が

ありました。 

総会では、ミニ通信の７５号（４月２０日発行）に掲載

した総会資料を踏まえ、それに対しての質疑応答と承

認がなされました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１９年度 

アイメイト後援会総会を開催 
２０１９年６月１日（土）、アイメイト協会にて２０１９年度アイメイト後援会年次総会を実施しました。 

昨年から、見学会や懇親会等に時間を多く割り当てるため、事前にミニ通信に内容を掲載することで、当日の

議案書の読み上げを省略しています。今回は、１９７３年頃に作られた番組映像「シェパード、盲導犬に変身す」を

観賞し、当時の社会背景やアイメイトの歴史などについてディスカッションなどを行いました。 



【寄付】 

平成３０年度、後援会員が各地で行ってきたグッズ販

売・募金活動の収益金を、アイメイト協会に寄付しまし

た。募金額の合計（募金箱＋街頭募金活動）は、１,０９５

万円となりました。 

また、グッズ販売の収益をアイメイト協会へ寄付しま

した。鈴木薫会長からアイメイト協会塩屋隆男代表理

事に目録が手渡され、また、アイメイト協会から感謝状

をいただきました。 

【靴券贈呈】 

後援会から協会職員に、毎年恒例の“靴券”を贈呈

しました。贈呈後、協会職員を代表し、神尾夏海さんか

らお礼の言葉をいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【懇親会】 

上映会と体験歩行の後は、お茶と美味しいお菓子を

いただきながらの懇親会。上映当時の社会状況につい

て理事長に質問をしたり、使用者さんとも意見交換を

しながら、和気あいあいと過ごしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【上映会】 

１９７３年ごろに制作された映像を観賞しました。

当時はまだ、道交法に「目の見えない者は白杖ま

たは盲導犬を伴って歩く」と成文化される前の時

期であり、交通機関への自由乗車なども実現する

前の頃でした。アイメイト協会創設者・塩屋賢一さ

んが訓練する様子や当時の施設、使用者の活躍

ぶりなども記録されている貴重なフィルムでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【運動場見学】 

運動場見学では、犬舎

から出てきた訓練中のアイ

メイトたちのワンツーの様

子などを見学しました。ど

の犬も元気で幸せそうな顔

をしていたのが印象的でし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【体験歩行】 

希望された方を対象に、協会施設の周囲の道路を

利用して、アイメイト歩行を体験しました。アイマスクを

して周囲が見えない状態で歩くと、ハーネスを通じて伝

わってくるアイメイトの力強い手応えがとても頼もしく感

じられます。また、歩いていると、普段意識していなかっ

た車の音や風など、周囲には色々なサインがあること

もわかりました。見えない状態で外出することの困難さ、

そして、単独歩行を実現するアイメイトのすばらしさを

改めて実感しました。 



【参加者の感想①】 

■塩屋代表理事の言葉に共感！  

飯野道代さん 

アイメイト後援会総会に初参加しました。総会は順調

に終了し、1973 年頃のアイメイト協会を紹介する映像を

観賞しました。当時は通算 60 組程が卒業し、犬種はシェ

パードが殆ど、ラブラドール・レトリバーの導入が始まっ

た時期でした。アイメイトと共に点字図書館に通勤したり、

幼稚園送迎や買い物が出来るようになったりという喜び

を語る使用者さんの姿は、塩屋賢一先生の掲げる「明るく

積極的な社会人」を体現していました。訓練の様子は、基

本的には現在と変わらないように見えました。映像観賞後

の塩屋理事長への質疑応答タイムでは活発な意見交換が

され、会場の関心の高さを感じました。映像観賞後は、体

験歩行と犬舎運動場の見学に分かれ、一旦解散。私は初め

て運動場を見ましたが、風通しが良く、臭いもなく、清潔

が保たれていると感じました。雄雌別に、10 頭ずつ、ワ

ンツーをします。再び会場に戻り、「アイメイト協会の歩

みと社会環境」をテーマに、活発な意見交換が行われまし

た。入店拒否、乗船拒否の体験も語られ、塩屋代表理事か

らは、「盲導犬に限らず、社会の不寛容が根本にある」と

いうご指摘があり、共感しました。参加者の自己紹介の後

で、4 月に行われた「オール学習院の集い」アイメイト協

会ブースに、当時の皇太子ご夫妻と愛子さまが 45 分間も

ご来場された様子が紹介されました。皇太子ご夫妻は使用

者さん達とゆっくりお話し、たくさんのグッズを購入して

下さったそうで（皇太子さまは、釣銭を出しやすいように

小銭まで出して下さる気配りと庶民感覚！）、皇太子ご一

家の温かさが伝わってきました。アイメイトＴシャツのイ

ラストを描いて下さっているはせがわ かこさんのご紹介

もありました。私もＴシャツを 2 枚持っていますが、今後

も可愛らしいイラストを使ったグッズをたくさん作って

欲しいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加者の感想②】 

■昔の映像と貴重な体験に“得した感” 

春日好江さん 

昨年に続きまして 2 度目となります。アイメイト後援

会の総会に参加させていただきました。 

アイメイト協会の理事長さんの、ユニークで温かな人

間性と、真剣に取り組んでいらっしゃる姿に感銘しました。

職員の方も皆一生懸命で、爽やかな笑顔が印象的でした。

使用者の方も、苦労されていると思いますが、アイメイト

と、あ・うんの呼吸で前進されていました。（羨ましいで

す。🐶) 

昔の映像を見せていただき、貴重な体験と、総会に出

て凄く“得した感”！ 映像が撮影された時代は、理事長

さんと同じで、私もまだ生まれていなかったと、記憶しま

すが…（笑）。 

後援会の方々の盤石な支えが素晴らしいです。勉強に

なりました。ありがとうございました。 

また、同伴した齋藤さんからも、感想が来ましたので

紹介させていただきます 

「今回で総会に、参加させて頂いたのは、2 回目です。

かなりご遠方から参加されている方がいることがわかり

ました。アイメイトの、繁殖、飼育は大変ですね。脱帽で

す。皆様の団結と意思の強さをとても感じました。これか

らの益々のご発展を期待しています。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日程：２０１９年６月１日（土） 

場所…アイメイト協会３階会議室 

出席会員…３７名 

協会職員…１０名 

総会…１３：３０～１３：５０ 

映像観賞＆ディスカッション…１３：５０～１４：４５ 

運動場見学/体験歩行…１４：４５～１５：１５ 

懇親会………１５：１５～１６：００ 



￥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイメイト調査 2019 
～使用者の声～ 

・今年も全国のアイメイト使用者への調査が実施され、3月末に調査結果が発表されました。 

・詳細は、協会ホームページに掲載されていますので、ポイントを絞って紹介したいと思います。 

・まず入店拒否の状況ですが、2018年 4月 1日から2019年 2月までの期間に、アイメイト（盲導犬）を理由に 

入店拒否などの差別的な扱いを受けた人は、全体の5割以上（45人、52.9%）にのぼりました。 

・依然として多くの使用者が差別被害に遭っている状況がうかがえます。 

・また、入店拒否を受けた場所は、「飲食店（居酒屋、喫茶店含む）」（36人、80.0%）が最多。次に、「宿泊施設（ホ 

テル、旅館）」（15人、33.3%）、「タクシー（運転手）」（8人、17.8％）と続きました（下グラフ参照）。 

さて、このような入店拒否が無く

なり、共生社会の実現に向けて必要

なことはどんなことなのでしょう。

同調査に寄せられたアイメイト使用

者からの意見から、使用者の立場で

できること、また、健常者や社会が

行うことについて、抜粋して紹介し

ます（一部文章を調整しています）。 

【相互理解】 

・障害者だから、健常者だからと見る

のではなく、その人の個性としても

っと大きな視野で受け止めていけば

良いのではないか。 

・障害別にできないことが違います。

どういう方法でカバーするか、人の

助けを借りるにはどういう方法があ

るか工夫すること。 

・お互いに思いやりの気持ちを持つこ

とが大事。相互に理解し、尊重する

こと。 

・障害者が困る事を知ってもらう。ア

イメイトに対して理解を深める。お

互いに。 

【積極的な社会参加、交流活動】 

・使用者一人一人が積極的に社会や地域と関わり、周りに理解

を広めていく。 

・私達も社会の状況を理解することにつとめ、なおかつ、自分

達の現状を理解してもらうため、交流活動等を進める。 

・まず当事者が自分自身の可能性を信じる。それから、やりた

いと思ったことにチャレンジする。 

【使用者のマナー】 

・ユーザーとしてのマナーとアイメイトのしつけ。規

律を守ること。 

・健常者側に全く問題がないとは思っていないが、障

害者側にも多くの直すべき点があると思う。その状

態で、社会の責任だけを求めることは、むしろ、ア

イメイトのためにも、障害者のためにもならない。 

【正しい知識】 

・障害者やアイメイト（盲導犬）につ

いての正しい情報と理解。その上

で、互いを思いやる気持ち。 

・障害者が社会に参加している事を、

健常者にもっと理解してもらう。 

・アイメイト使用者でもできること

と、できないことがあり、何をどこ

までお手伝いしてもらえればいい

のか。伝えること、話し合いができ

ることが必要です。 

■ない 
45.9% 

上記内容の差別的な扱いを受けたことが 

4.40%

4.40%

6.70%

6.70%

6.70%

8.90%

11.10%

17.80%

33.30%

80.00%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

公共の施設（図書館、公民館など）

遊園地、レジャー施設

通行人（利用客や電車の乗客を含む)

商業施設（物販）

スポーツ施設、カラオケ店

病院

スーパー、コンビニ（食品を扱う商業施設）

タクシー（運転手）

宿泊施設（ホテル・旅館）

飲食店（居酒屋、喫茶店含む）

「入店拒否」をした相手（上位１０ヶ所）

「障害者」というカテゴリはありません。障害の有り無しを含めて、それぞ

れが個性を持った一人一人の人間です。お互いにコミュニケーションを

とり、相手を理解すれば、差別をなくしていけるのではないでしょうか？ 

■ある 
52．9％ 

■無回答 



  

 

 

  
   

 

 

 

 

 

 

  

実施日 イベント名 場所 参加後援会員（敬称略） 

3/30（土） 川崎中央 LC 合同募金活動 川崎駅改札付近 
水野（晴）・水野（玲）・小松 2・菅谷・桑原・長谷川・

鈴木 2・上田・井上徹・他 
  

4/6（土） 川崎多摩川 LC 合同募金活動 川崎駅東口構内 水野（晴）・長谷川・鈴木２ 
  

4/7（日） 成蹊さくら祭り        成蹊大学キャンパス    井上徹・倉成・須網・加藤・富沢・金澤 2・内村 
 

4/14（日） 
オール学習院の集い 

＊詳細別途 

学習院大学 

キャンパス 

石川 2・武田・鈴木 2・荒井・中村・加藤・倉成・長谷川・坂

本・小松 2・水野（玲）・JU 東京 
  

4/16（火） ㈱シード合同募金活動 銀座数寄屋橋 
長谷川・鈴木・水野（晴）2・小松 2・倉成・ 

糸賀・水野（玲）・井上 2 
  

4/20（土） 桜田門 LC 合同募金活動       銀座数寄屋橋 長谷川・鈴木２・大西・井上徹・水野（晴）・小松２ 
  

4/20（土） 同窓会総会お手伝い アイメイト協会 福永・井上・倉成 
    

4/27（土） 川崎朋友 LC 合同募金活動 川崎駅東口構内 
長谷川・鈴木２・水野（玲）・菅谷・倉成 

・水野（晴）2・井上徹・大西・小松２ 
    

4/29（月・祝）  東京女子大園遊会 東京女子大学キャンパス 三村・功刀・河原・高澤 
   

5/16（木） 

∼18（土） 
盲導犬アイメイトって知ってる？ 練馬区役所 

井上２・溝井・長谷川・内村・富沢・倉成・篠崎・金澤・ 

草野・小松２・小俣・水野２・武田・鈴木２・福永 
  

5/25（土） 東京パイロットクラブコンサート        サントリーホール 井上・加藤（千）・長谷川・倉成・須網 
  

5/28（火） 明治神宮崇敬会 明治神宮会館 鈴木２・加藤・井上・長谷川 
  

6/1（土） 後援会総会・懇親会 アイメイト協会     ＊詳細別途 
  

6/1（土） 青葉台福祉祭り 横浜市青葉台地区   三村 
   

6/8（土）   川崎中央 LC 合同募金活動  川崎駅改札付近  
小松 2・上田・水野（玲）・水野（晴）・菅谷・長谷川・

鈴木 2 
  

実施予定日 イベント名 場所 担当者 

9/7（土） 聖心宮代祭 聖心女子大学 大熊 裕紀 

9/15（日） 京橋 LC 合同募金活動 銀座数寄屋橋 鈴木 薫 

9/23（月・祝） 青山学院同窓祭         青山学院大学 飯島 靖枝 

10/5（土） アイメイト啓発活動        豊島区高田介護予防センター 飯島 靖枝 

10/13（日） 光が丘 LC 合同募金活動      光が丘公園 鈴木 薫 

10/19（土） 江東区民祭り 木場公園 鈴木 薫 

10/27（日） アイメイトデー＊詳細は会員のページ 全国町村会館 鈴木 薫 

11/4（月・振休）  木のくにときがわ祭り 埼玉県ときがわ町 篠崎 美佐子 

11/23（土） 川崎中央 LC 合同募金活動 川崎駅改札付近 鈴木 薫 

行事の予定は変更になる場合があります。参加の際は鈴木会長までご確認下さい。（03-6315-5188） 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

盲導犬啓発イベント「盲導犬
ア イ メ イ ト

って知ってる」 

５月１６～１８日（木～土）/練馬区役所１Ｆロビー 

アイメイト歩行の体験なども実施 

今回で４回目となるアイメイト啓発イベント「盲導犬（アイメイト）

って知ってる」が開催されました。アイメイトの歴史を辿るパネル

展示、ＤＶＤ上映、アイメイト候補犬との体験歩行、チャリティーグ

ッズ販売に加え、今年は内村コースケさん（後援会員でもありア

イメイト協会出身の犬と人の絆を追い続けてきたフォトジャーナリ

スト）の写真展『アイメイトペア・１０００組目からの歩み ２００７～２

０１９ 人と犬の最高の絆』を同時開催し大好評でした。 
 

後援会員が運営をサポート 

開催前日の設営から、多くの後援会員がサポートに集まり、ボ

ードの組み立てやパネルの配置などを行いました。会期中は、グ

ッズ販売をはじめ、訪れた方々にアイメイトの実際やボランティア

についてなどの説明など、啓発活動に取り組みました。 

また、文化放送『斎藤一美 ニュースワイド「SAKIDORI！」』が来

場、現場からの生中継がオンエアされました。今年も多くの方々

にアイメイトについて理解を深めていただけたと思います。 

アイメイトペアの歩みを紹介する写

真（内村コースケ氏による）も展示 

アイメイト候補犬とともに記念写真 

社会啓発 体験歩行 グッズ販売 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「オール学習院の集い」ブース出展 

４月１４（日）/学習院大学キャンパス 

人気の体験歩行 

昨年は荒天のために参加を取りやめましたが、今年はやや薄

雲の空の下、後援会員は元気に活動しました。恒例の目かくし体

験歩行は人気が高く、グッズの売れ行きも好調でした。 

テント前ではリタイア犬・繁殖犬・不適格犬などと行き交う人々

が触れあい、アイメイトの質問などで会話も弾みます。アイメイト

ペアも並んで募金活動と啓発に努めました。 

 

皇太子ご夫妻（当時）や愛子さまも 

今回も皇太子ご夫妻（当時）がお揃いでいらっしゃいました。い

つも使用者一人一人と握手でお話をされ、また後援会員へも声

を掛けてくださいます。そしてアイメイトグッズをお買い上げいただ

き、スタッフ一同大感激！ 使用者の水野玲子さんがお勧めしたよ

うです。じきに愛子さまもお友達と見えて体験歩行を。その後もご

一家お揃いで暫く過ごされて、笑顔いっぱいのご様子に周りの

人々も温かい気持ちに包まれました。 

応援に駆け付けた使用者と一緒

に、アイメイトも待機 

JU東京のキャピクル君も応援 

社会啓発 体験歩行 グッズ販売 募金 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平 

令 

平成最後の 
令和最初の 
 

昭 

河相洌さんと国産盲導犬第 1 号チャンピイ 
（昭和 32 年） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年後に迫った東京２０２０オリンピック・パラリンピック。ミニ通信では 

パラリンピックで視覚障害クラスのある競技を順番に紹介しています。 

今回は陸上競技を取り上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

パラ陸上は大所帯 
？ 
 

パラリンピックの陸上は第１回ローマ大会から正式競技として実施されており、幅

広い障害を対象とすることもあって夏季大会の中で参加人数が最も多い。 

参加選手の障害も多岐に渡るため、細かいクラス分けによって公平に競う環境を整

えている。競技によってトラック、フィールド、ロードを使って行われる。 

 

■紹介した内容は調査時点のものであり、2020 東京大会開催までにルールやクラス分けなどの改正が行われることもありますのでご了承下さい。 

細かいクラス分けが分かればもっと楽しめる♪ 

■トラック競技の種目は短距離、中・長距離、リレー種目などがあります

が、実施種目やクラスは参加選手数などに応じて大会ごとに検討され

るため、固定されていません。東京大会で実施予定の視覚障害クラス

の競技種目は右ページの表の通りです。 
 
■T11（全盲など）の選手全員と T12（弱視）の一部の選手は伴走者（ガ

イドランナー）とロープを握り合うなどして並んで走ります。 

ガイドランナーは選手の安全を第一に、コース状況やタイム、周囲の

様子などを言葉で伝え、フィニッシュラインへと導きます。ただし、選手

を先導したり、フィニッシュラインを選手より先に越したりすると失格とな

ります。 

※T12 の選手は伴走者と走るか単独走か選ぶことができます。 
 
■T11 の選手全員と T12 の一部の選手はガイドランナーと並んで走るた

め、1選手につき 2 レーンが与えられます。そのため、決勝には予選レ

ースを通過した 4選手しか出場できず、4人で 3 つのメダルを競いま

す。ガイドランナーの力量も問われる種目であり、短距離種目では特

に、選手とともに磨き上げ、スタートからフィニッシュまでピタリと同調し

た走りも見どころです。 
 
■5000m 以上のレースではガイドランナーは 2人まで認められており、 

レース中 1回だけ交代ができます。 
 

各選手のクラスは専門の資格を持つ判定員が医学的、 

運動機能的な側面から審査して決める。 

アルファベット T：競走種目・跳躍種目／F：投てき種目 

数字     10 の位：障害の種類／1 の位：障害の程度 

※１の位の数字が小さいほど障害の程度が重い。 

■走る、跳ぶ、投げるなど、基本的な運動動作がベースとなる陸上競技 

では、さまざまな種目があり、参加選手の障害も車いすや義足、視覚 

障害、知的障害など多岐に渡ります。 
 
■競技ルールはオリンピックと同じルールを基本に、障害によってできな 

いことや、今ある障害を悪化させる恐れなどがある場合は、一部ルー 

ルを変更したり、用具を工夫することで競技を行っています。 
 
■クラス別に競技するため 1 種目の決勝レースの数が多いのも特徴で、 

リオ 2016 大会では 100m 走の決勝で男子 16 クラス、女子 14 クラ 

スのレースが行われ、全部で 30人の金メダリストが誕生しました。 
 
■そんな大所帯なので、ここでは特に、視覚障害クラスに絞って 

お伝えしたいと思います。 
 

ボート 水 泳 柔 道 陸 上 馬 術 

５人制サッカー ゴールボール 

自転車 

トライアスロン 

パラリンピック 
Paralympic Games 

もっと知りたい！視覚障害者スポーツ！ 

 

 

…紹介済 

…今回分 

トラック競技 
？ 
 

  競 技 名 陸上（athletics）              対象となる障害：肢体不自由、視覚障害、知的障害 

  種  目 短・中・長距離走、リレー、マラソン、走高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、やり投、円盤投、こん棒投 

  競技会場 オリンピックスタジアムおよびマラソンコース 

  関連団体 一般社団法人 日本パラ陸上競技連盟(JPA) (https://jaafd.org/)他 

 

2020 年 8月 25日開幕！ 

クラス 対象となる障害 

T/F11 
T/F12 
T/F13 

視覚障害 重い 
↕ 

軽い 

T/F20 知的障害  

T/F31 
T/F32 
T/F33 
T/F34 

脳性まひ（車いす） 重い 
↑ 
↓ 
軽い 

T/F35 
T/F36 
T/F37 
T/F38 

脳性まひ（立位） 重い 
↑ 
↓ 
軽い 

T/F40 
T/F41 

低身長症 重い 
↕ 

軽い 

T/F42 
T/F43 
T/F44 

下肢切断（立位） 重い 
↕ 

軽い 

T/F45 
T/F46 
T47 

上肢切断（立位） 重い 
↕ 

軽い 

T/F51 
T/F52 
T/F53 
T/F54 
F55 
F56 
F57 

脳性まひ以外の車いす 
（頸髄損傷、脊髄損傷、
切断、機能障がい） 

重い 
↑ 
｜ 
｜ 
｜ 
↓ 
軽い 

T/F61 義足（大腿義足を含む両
側義足） 

 

T/F62 義足（両側下腿義足）  

T/F63 義足（片側大腿義足）  

T/F64 義足（片側下腿義足）  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

跳躍競技 

■視覚障害（T11/12）の選手は目からの情報を補うアシスタントと競技

を行うことが認められています。選手を助走開始地点や競技エリアま

でエスコートし、助走の方向を教えるガイドと、競技中に助走の方向や

踏切地点などを手拍子や声で伝えるコーラーを伴うことができます。 
 
■T11 クラスは 2 つの役割を 2人で担当しても 1人で兼務しても構い

ません。競技に支障がなくルールの範囲内なら、声かけの方法やコ

ーラーが立つ位置などは自由です。試技の際はコーラーの声が選手

に伝わるよう、観客は静かに観戦する必要があります。 
 
■走幅跳では、踏切板ではなく少し幅の広い踏切エリアが設けられてい

るのも特徴です。また、T11 クラスの選手のみ、見え方の違いによる

公平性を保つためアイマスク着用が義務付けられています。暗闇の

中で、コーラーの発する声を頼りに助走路をできるだけ真っ直ぐに思

い切り走り、「ここ」と信じる位置で踏み切り、空中へ跳び出します。恐

怖に打ち克つ勇気を得るには日々の練習で互いの信頼関係を高め

るプロセスが欠かせません。 

■東京大会では実施されませんが、パラ競技としては視覚障害クラス

による走り高跳びも行われています。 
 

投てき競技 

■視覚障害クラスが実施されるのは、砲丸投、やり投、円盤投です。 
 
■F11、12クラスの選手はガイドとコーラーを伴えますが、必ず兼務しな

ければなりません。跳躍競技同様、投てきサークルに選手を導き、手

拍子や声かけで投げる方向を知らせます。 

 
 

 

■マラソンには、T11 と T12 の選手が参加可能です。T11 の選手は必ず

ガイドランナーと走らなければならず、T12 の選手は単独走か、ガイドラ

ンナーと走るか選択ができます。そのため、レースには単独走の選手と

ガイドランナーとのペアの選手が混在することになります。 
 
■ペアで走る選手はガイドランナーとロープを握り合い、並んで走るので、

フォームを合わせるなどコンビネーションを磨くことが大切です。 

選手より先にガイドランナーがフィニッシュラインを越すと失格となるな

ど、ガイドランナーはあくまでも選手のパフォーマンスをリードではなく、サ

ポートする存在でなければなりません。ガイドランナーは２名まで登録で

き、コース上の決められた地点で交代することができます。 
 
■選手は、コースの凸凹や起伏、曲がり角など、緊張感をもちながら走っ

ています。石畳のように細かな起伏が続く路面は、つまずきや転倒の

危険性も高く注意が必要です。 

 

 

 

 
 

図解引用（３枚とも）：Web ページ「東京都オリンピック・パラリンピック準備局」より 

マラソン 
？ 
 

■東京 2020 パラリンピックのマラソンコース 

オリンピックスタジアム～富久町～水道橋～神保町～神田～日本橋～

浅草雷門～日本橋～銀座～増上寺～銀座～日本橋～神田～神保

町～皇居外苑～神保町～水道橋～富久町～オリンピックスタジアム  

フィールド競技 
？ 
 ■フィールドで行われるのは跳躍と投てき競技です。跳躍競技には走高

跳、走幅跳、三段跳があり、投てき競技には砲丸投、やり投、円盤投に

加え、パラリンピック独自の種目、こん棒投があります。ただし、実施され

る種目やクラスは大会ごとに検討され、決められます。 

トラック 男子 女子 

100m T11・12・13 T11・12・13 

200m  T11・12 

400m T11・12・13 T11・12・13 

1500m T11・13(T12･T13) T11・13(T12･T13) 

5000m T11・13(T12･T13)  

4x100m  
ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ 

（男女混合)T11・12・13 

マラソン T12(T11･T12) T12(T11･T12) 

 

フィールド 男子 女子 

走幅跳 T11・12・13 T11・12 

円盤投 F11 T11 

やり投 F13(F12･F13) F13(F12･F13) 

砲丸投 T11・12 F12(F11･F12) 

 

※表示は実施されるクラス、( )内は参加可能な選手のクラス 

ガイドランナーにもメダル授与 

ガイドランナーは正に選手と一心同体。1 名だけのガイド

ランナー登録で選手と一緒に競技を行い 3 位以内に入

った場合、ガイドランナーにも選手と同じメダルが贈られ

ます。 
 

視覚障害者とは？ 中には視力が 1.0 以上の人も 

視覚障害とは、視力や視野などの視機能が十分でない

ために、全く見えなかったり、見えにくかったりすることで

生活に支障がある状態のことです。視力だけの問題では

なく、視野が大きく欠けている場合も視覚障害に該当

し、視力が 1.0 以上の方も約 0.6%います。 

また、全く視力がない場合でも、「明暗が識別でき、物の

有無や影がわかる」「目の前で手を振ったときにその動

きはわかる」「視力が全くなく、明暗さえ識別できない」な

ど障害の状態は人により様々です。 

視覚障害クラスが実施される種目♪ 



全国の盲導犬 実働数 

929 組 

 

 

 
 
 
 
      
                      

期 卒業日 人数 

第４６４期生       ４月２７日 ２名 

第４６５期生       ６月 ８日 ４名 

第４６６期生       ７月１３日 ２名 

【累計 １，３７４名】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４６７期生      １０月１２日    ２名 

第４６８期生      １１月１６日    ４名 

第４６９期生      １２月２１日    ４名 

アイメイト卒業生人数（２０１９年４月～８月） 
 

アイメイト実働数 

218 組 

《卒業予定》９月以降、下記のクラスが予定されています。 

 

日本盲人社会福祉施設協議会発表 
（2018 年 3 月 31 日現在） 

協会 
だより 

日本盲人社会福祉施設協議会発表 
（2019 年 3 月 31 日現在） 

（2019 年 7 月 31 日現在） 

アイメイト協会は 1月から 11 月まで、毎

月見学日を開催しています。夏休みシ

ーズンも開催しますので、お気軽にご参

加ください。実際に訓練や歩行指導を

行っている協会施設の見学や、アイマス

クをつけてアイメイト歩行の体験などをし

ていただけます。また、アイメイト使用者・

視覚障害者がどのようなことに困ってい

るか、周囲の人にお願いしたいことなども

お伝えする予定です。 

日   時 2019 年 8月 31日(土) 14:00～16:00(約 2 時間) 
場   所 公益財団法人アイメイト協会 
 〒177-0051 東京都練馬区関町北 5-8-7 
 （西武新宿線 「武蔵関駅」または「東伏見駅」から徒歩約 10分） 
主な内容 職員による説明(協会事業、歴史についてなど)、協会施設見学、 
  体験歩行、アイメイトの仕事のデモンストレーション、ロールプレイングなど 
対   象 小学校 5年生以上～大人の方 
定   員 30 名(各回)  
申込方法 電話(03-3920-6162)でお申し込みください ※FAX・メール不可 
電話受付 火曜～土曜 9:00-12:00/13:00-17:00 
そ の 他 駐車場はございませんので、公共交通を使ってお越しください 
 夏休み以降も、年内は 9/28、10/26、11/30 に開催を予定してい 
 ます 

2017 年 7月 26日より、アイメイト育成の実践的な訓練場所として、練馬区の区役所庁舎と西武鉄道を利用させていただく 
ようになってから、今年で 2周年を迎えました。区役所も鉄道施設も多くの人が行き交い、状況が刻゙々と変化する場所である 

と同時に、誰もが日頃からよく使う場所でもあります。このような実践的な訓練は、視覚障害者の安全で迅゙速な歩行を支えるアイ 

メイトの育成の大きな後押しになっています。 
 

■練馬区役所と西武鉄道でのアイメイト訓練では、次のような成果が得られています。 
・手続きのための窓口や食堂など、゙視覚障害者が日々の生活の中で必要となる、様々な場面での訓練の機会がふえました。 

・アイメイト使用者が鉄゙道を利用する際のすべての場面を想定して、駅構内、改札口周辺、駅ホーム、電車乗降、電車内など 
での訓練を安全に、繰り返しできるようになりました。 

・エスカレーター、階段、ドア、エレベーター、様々な形状のイスやベンチなどの目的物を探す際、屋内での訓練では、犬の一 

つ一つの行動をより丁寧に確認できるようになりました。 
・訓練中、練馬区役所を訪れた方から声をかけていただくこともあります。より多くの方にアイメイトや当会について知っていただ 
けるよい機会となっています。 

 
皆さまのご支援、ご協力に感謝し、これからも視覚障害者福祉の事業に取り組んでまいります。 

夏休みも見学日を開催 
 

夏休み期間中の見学日概要 

練馬区役所と西武鉄道の施設でアイメイトの実践的な訓練開始から２周年 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 








